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アフリカの石炭資源（その2）

一ザンビア，モザンビーク2マラウィ，タンザニア，ウガンダ，ザイール，ナイジェリア，

モロッコ，アルジェリア，リビアンエジプト・アラブタスーダン，エチオヒ。ア，マダガスカル，

アンゴラ，その他一

曽我部　正敏＊　井上　英二＊＊

まえがき

　アフリカの主要産炭地となっている南部諸国の石炭については，すでに報告した（地調月報26巻2

号）・今回，アフリカ中一北部およびマダカスカルにおける石炭資源の概要を紹介する，

　新興国，発展途上国が多いこれら諸国に賦存する石炭の埋蔵量は，アフリカ全炭量の3％にすぎず，

概して石炭資源が乏しいうえに，地質調査が十分に行われていない関係から石炭についての資料は比較

的少ない．なかでも炭田評価の基礎となる炭層状況ならびに炭質について，この小論はまだ多くの不備

の点を残している．これらについては，今後，資料の蓄積を待って，あらためて報告したい．

L　ザンビア共和国

1・1概要（第1図参照）

　ザンビアは，面積約29万平方マイルで，わが国のほぼ2倍である．この国の大部分は，中央アフリカ

大台地のほぼ中央部を占め，平均海抜4，000－5，000丘の高地からなっている．ザンビァは，主にZambezi

河の支流網でおおわれ，なかでもKafue，Kabompo・Luangwa河等が最も大きい，大きな沼沢地は，同国

北東部のBangweulu湖周辺やMweru湖とTanganyika湖との中間部にあるほか，中央部のBroken

Hil1西方でみられる．

　Karr・o系は，同国南縁のZambezi河本流および南東部のLuangwa河流域の地溝帯に広く分布する

ほか，Mumbwa西方のKafue河中流にも賦存している．このような分布状態ならびにローデシアの炭

田分布からみて，Karroo系は，ザンビアの大部分に広く分布したものと推定されるが，その後の上昇運

動に伴う断層運動によって生じた上記の断層地塊内に残っているにすぎない．Karroo系が最も発達して

いるZambezi河本流では，Ecca統，Be＆ufbrt統下部およびSt・rmberg統の一部が存在する（第1表）・

一方，Mumbwaの西方に分布するKarroo系は，その大部分がBeaufbrt統上部と考えられる泥岩と頁

岩からなり，経済的価値のある炭層はほとんど認められない。Zambezi河流域に分布するEcca統は，

ローデシアのWankie炭田と一連の堆積盆地で形成されたものと考えられるが，低品位のものが多い．

しかし・今後の調査によってはWankie炭と同じような炭層が発見される可能性もある．

　稼行価値のある炭層は，Ecca統の基底部に1－2枚挾有され，厚さ10－25ftである．炭質は渥青炭に

属するが・Wankie炭にくらべて灰分（20－30％）が多く，発熱量（4，448－6，m　kcal／kg）が低い．

　1968年の世界動力会議提出資料によると，ザンビアの全埋蔵炭量は，L15億tと公表されている．し

かし，今回の資料調査では，Zambezi炭田のK．andabwe地区1，727万t（確定・推定炭量）とKazinze地

区2，195万t，合計3，922万tの炭量が明らかにされているにすぎない．なお，1970年における政府発表

の石炭生産量は，632，976tであった．

＊燃料部
＊＊海洋地質部
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第1図　ザンビアの地質概略図（R．A．pELLET、ER（1964）にょる）

　第1表Zambezi炭田におけるKarroo系の層序
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注：H．S．GAIR（1959〉，R．TAvENER－SMITH（1960）から編集

1・2　炭田の分布

すでに述べたように，ザンビァの石炭産地は，Zambezi河本流，Luangwa河およびその下流部の支流

であるMulungushi河（Lunsemfwa河の支流）やLukushashi河等の流域にある．このうち主要な炭田

は，ローデシアとの国境を流れるZambezi河に沿って分布しているZambezi炭田である．

L2。1Z題m盈》e誠炭田

Zambezi渓谷は，同国の主要炭田であることから調査がくり返し行われてきた．最初，1907年に試錐
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を伴う炭質調査がはじめられた．ついで1949年に政府とアメリカのコンサルタント会社との共同埋蔵炭

量調査が行われたが，いずれもあまり良好な結果はえられなかった．なお，後者の調査はブリティッシ

ュ南アフリカ会社，産銅2会社からなる北ローデシア石炭シンジケイトに基づくものである．195H955

年の地質調査所による地域調査で，良質の石炭が発見された．上記調査に引きつづいて1965年に地質調

査所は，Zambezi渓谷の精査を行い，20数本の試錐を実施し，各地で厚い炭層を発見している．

　この炭田のKarroo系（厚さ14，120R）は，Z＆mbezi河に沿って北東一南西に帯状に分布している．

來炭部は，ほぼ走向方向の多くの断層によって切断され，盆地全体を通じて約20の含炭地区に分けられ

ている．そのうち主要なものはKariba湖中央北部のKandabweから東部に分布し，西からKandabwe，

Sぬmbabala，Katenda，Lutembo，Bondo地区等があり，炭田西部ではわずかにKazinze地区が挙げられ

るにすぎない．

　我）　H蹴dlabwe地区

　Chomaの南東35マイルにあり，峡谷から高原にかけての斜面に炭層が露出している．この地区の広さ

は，長さ8マイル，幅1－1・5マイルである・Karroo系下部のGwembe來炭層は，厚さ100－550丘で，

主として炭質物を含む泥岩からなり，東へ19－550傾斜している・稼行炭層は，來炭層基底部に1枚あっ

て，本層（またはKandabwe炭層）と呼ばれている。本層は，Wank呈e炭田と同じように基底の漂礫

層の直上に位置しており，側方変化が激しい．すなわち，炭層の厚さは平均12ftであるが，最大23．5ft

から7ftに変化している．この石炭は亜金属光沢をもち，灰黒色，緻密，塊状炭であるが，平均灰分24

％，平均発熱量5，833kcal／kgで，炭質は良好とはいえない．確定および推定埋蔵量は，炭丈6－9ft，賦

存面積1，400エーカーとして，1，727万tと算定されている．しかし，この地区は，比較的に傾斜が急

（平均20。以上）で，ローデシァのWankie炭田より採炭費が割高となるうえに，第三紀一現世の厚い

礫，砂で覆われているため露天掘が不可能である．したがって，今すぐここを開発することは難かし

い．

　恥）　S訟m騙肱賑地区

　Kandabwe地区の北東約45マイルに位置している。この地区は，長さ15マイル，幅3／4－L5マイルあ

って，炭層は2－21／4丘で，19－20Q傾斜している。分析結果は，第2表のとおりで，強粘結性を示す．

第2表　Zembezi炭田各地区の石炭分析表
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注：H．S．GAIR（1959），R．TAvENER－SMITH（1960）から編集

c）　K撹e龍da地区

本地区は，Siambabala地区の北方約11マイルに位置している・炭層の露頭は少なく，中央部で厚さ
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4負の2炭層が認められる・しかし，これらの炭層は，地域的にかなり消長があって，北東端ではわず

かに1炭層が認められるにすぎず，南西端では炭質頁岩に変化している．中央部の石炭分析結果を第2

表に示した．

d）　L蹴embo地区

　Lutembo地区は，Katenda地区の北東約11マイル，もしくは次に述べるBondo地区の北方約3マイ

ルに位置する小さな断層落下地塊（長さ5マイル，幅3／4マイル）である．上部4フィートと下部3フィ

ート層との2炭層がある。これら炭層の層厚は，ほとんど変化せず，地域をつづじて安定している。

　e）Bondo地区

　この地区は，K＆tenda地区の東北東約12マイルに位置し，広大な面積を占めている．爽炭層は，走向

断層によって数回くりかえして露出し，稼行可能炭層が5ヵ所で認められる．本地区には多数の炭層が

認められるが，非常に断層が多く，露出も小規模なことから，炭層対比は困難である．稼行の対象とな

る炭層は，3フィート層（山丈27／、2－3ft）のみで，坑道によって局部的に採掘されたことがある．分析

結果は，第2表のとおりで，Siambabala炭より粘結性のおとる弱粘結炭である・
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第2図　Zambezi炭田位置図　J．F．PAGELLA，A．R．DRYsDALL（1966）を一部訂正

f）Kazi鞭ze地区（第2図参照）

本地区は，Zambezi炭田の南西部に位置し，いくつかの断層によってさらに数地域に分けられる．こ

のうち稼行の対象となる炭層が分布する地域は，北からSiankondoboおよびMulungweの2っである．

これらの地区における，Gwembe來炭層（厚さ100－550負）の炭層の挾有状態は，地域によって変化し

ている．すなわち，北東部では多数の炭層を挾有しているが，基底部の1層のみが厚層で，その他のも

のはいずれも薄層である．一方，南西部においては上部の薄炭層群は消失し，すべて炭質頁岩に変化し

ている．基底部の稼行炭層は，Siank・ndobo地域が34飴25ft7inで最も厚く（第3図），Mulungwa

地域で平均25ft（第4図）を示している．しかし，この炭層も側方に急激に変化する傾向を示してい

る．炭層の傾斜は，北東部においては数度以下の緩傾斜であるが，南西部では30－400を示している・

　これまでの調査（試錐を含む）によって判明しているKazinze地区の埋蔵炭量は，Siankondobo地域
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1，769万t（深度500ftまで），Mulungwa地域426万t（深度100ftまで）で，合計2，195万tと見積られ

ている．採炭は，Si翫nkondobo地域においてMamba炭鉱（Mindeco　Ltd，）が露天掘を行っている．こ

の炭鉱は，小規模であるが，ザンビァ石炭庁の支援によって設立されたもので，能力100万t／年の洗炭

設備をそなえている．産出される石炭は，すべて地方需要に向けられている．

　亘・2・2L麗蹴o漢谷の含炭地

　この含炭地は，Zambezi炭田の北東方で，Luangwa河下流部の支流をなす，Lunsem飾a，Lukushashi河

流域を占めている．また，その西端は，鉄道が通じているBrokenHmまで約30マイルの距離にある・北側

と南側は断層崖となっており，渓谷底にはKarroo系が広く分布している。ここでは1930年まで露頭か

らごく小規模な採炭が行われていたが，炭層の側方変化が著しく，最近の調査では非常に断層が多いこ

とが判明した．炭層は，概して薄層のものが多く，分析結果では灰分30－40％のものが大部分を占め，

20％以下のものはわずかに2個と報告されている。しかし，最近Kamasangaの竪坑で厚さ10・5ft，

灰分14・5％の炭層が発見されたといわれているが，その位置および拡がりは報告されていない．このよ

うに，本含炭地はまだ調査の余地が大きく残されている．

　以上のほかLuangwa渓谷上流部では10数箇所の石炭産地が知られているが，炭層は薄く，大部分が

灰分30％以上の粗悪炭といわれている．

IL　モザンビーク

　モザンビークは，面積30・2万平方マイルである．その東部は，内陸約200マイルまで海抜200m以下の

比較的平坦な海岸平野からなり，沼沢が多い．西部は，概して海抜1，500－7，000ftの高地で，最も高い山地

（海抜5，000－7，000ft）はNyasa湖の東に位置している．この国の中央部を北西一南東に流れるZambezi

河は，水量も豊かで，Teteまで船の通行が可能である．

　モザンビークの北部は，主として花高岩，片麻岩等の基盤岩類が分布し，南部は白亜系が広く分布し

ている．モザンビークのKarroo系は，上からStormberg火山岩，Beaufbrt統，Ecca統からなる．上

部層は，南部の白亜系の西側にほぼ南北に細長く分布している．i爽炭層のEcca統およびBeauf・rt統は，

主にザン・ビァ国境のZumboからTete東方50マイルにかけてZambezi河に沿ってほぼ東西に分布して

いるほか，北部ではNyasa湖東岸およびタンザニァとの国境を流れるRuvuma河上流部の2カ所で確

認されている（第5図）・

・鉱産資源に乏しいモザンビークでは，石炭（埋蔵炭量7億t）が主要鉱産物の一つとなっており，來

炭層が最も発達しているZambezi河流域の炭田において，Moatize，Pandamゑriをはじめいくつかの炭

鉱が稼行している．この炭田は，その北端に沿う数条の断層によってMoatize，RevugoおよびMorongodzi

の3地域に分けられている．本炭田における石炭の発見は，1836年にさかのぼるが，地質調査は1920年

代にMoatize地域にっいて行われ，1／50万の地質図が完成されている．

　本炭田の來炭層の消長および岩相変化には1つの傾向が認められる．すなわち，基底の頁岩は，北端

に向かって礫岩に移化し，また來炭層の層厚は，砂岩の挾有率が増大する東方に向かって肥厚している．

　モザンビークの主要炭鉱であるM・atize地域には数枚の炭層があるが，そのうちAndr6層とChipanga

層が主要稼行炭層となっている。その厚さは，いずれも1－2mで，灰分が10－25％である．両炭層は

Moatize炭鉱で稼行され，その生産量は年間28万t弱（1969）である．

　Revugo地域では厚さを問わなければ多数の炭層があるが，稼行価値のあるものは山丈1／2－7ftと13

ftの2炭層のみである．

　以上のほか北部のNyasa湖東岸地域およびRuvuma河上流のLugenda盆地には，灰分含有率（18－

48％）の高い薄炭層の存在が報告されているが，これらの経済価値はほとんどない。

皿．　マ　ラ　ウ　イ

皿．1概　　要

マラウイは，面積3・6万平方マイルで非常に小さい・この国を構成する地質は，第3表のとおりであ
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第5図　モザンビーク地質概略図（R．A．pELLET、ER（1g64）にょる）

る．マラウイには先カンブリア系が広く分布し，Kamo系はNyasa湖盆地に属する北部地区とZambezi

盆地に属する南部地区の断層地塊にわずかに分布している，この国の鉱産資源は，あまり豊かでなく，

石炭・ボーキサイトの開発が期待されているにすぎない．

　炭層は，Ecca統に2－3枚挾有されており，その厚さは平均5－7ftである・炭田別の炭質は，第4表

のとおりで，非粘結の渥青炭および半無煙炭である．1968年世界動力会議提出資料によると，この国の

埋蔵炭量（確定炭量のみ）は，1，400万tと報告されているが，今回の資料調査で判明している炭量だけ

で，6，900万tである。

亘亘亘・2　炭田の分布

　すでに述べたように，炭田は，北部地区における地溝帯の西翼と南部地区のZambezi盆地にわかれて

分布している．前者は，タンザニアのSongwe－Kiwira炭田の延長部にあたり，後者はモザンビークの

Zambezi河流域の炭田に連なる．

　これら両地区におけるK＆rroo系の層序・岩相は，第5表に示すとおりで，Stormberg統の溶岩は北
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　　　　　　　　　　　　　第3表　マラウ．イの層序表

　　　　　　　　　Dwangwa礫層
　　　　　　　　　Songweアルカリ溶岩，凝灰岩

　洪　積　世　　　Chitimwe層　　　　　　　　　　　　く大地溝帯断層運動

　　　　　　　　　Chiwondo層

　　　　　　　　　Nyasa湖・Shire河岸段丘礫層

　　　　　　　　　Sungwa層　　　　　　　　　　　　く超塩基性貫入岩
　第　三　紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く大地溝帯断層運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Lup＆ta摺曲運動
一一一一一一一一一一一一一’一一～一一一一～一一一一一～一不整合…一　　　　　一一一一・’一一一一

　　　　　　　　　Dinosaur層

　白　亜　紀　　　Lupata統（砂岩，流紋岩，アルカリ溶岩）

　　（下部？）　　Chilwa統アルカリ貫入岩，Nepheline－Synite，

　　　　　　　　　　　　　　Solvsbergite・ドレライト岩脈　　＜Karroo系の断層地塊運動

　　　一一〉｛～一一　　　　〃一不整合　　　　　　　一一一一～
　　　　　　　　　St・rmberg統｛蟹砂岩

Ka，，．．系　下部Bea伽統｛鵜魂レ

（二　畳紀）㎞統｛灘岩頁岩

　　　　　　　　　Dwyk＆統　　　欠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　不　整　合

　古生代　　Nachipere統
上部先カガリア紀｛潔難馨編枚繍母片岩・花嵩岩の貫入）

　中部先カンブリア紀　Mozambique系（黒雲母，角閃石片麻岩，ミグマタイト，輝石白粒岩）

　下部先カンブリア紀　　　欠

W．G．G，CoOPER（1957）による

　　　　　　　　　　　　　第4表　マラウイ各炭田の石炭分析表

炭田名

Chiroma

　　〃

Sambu

　　〃

　　Z／

　　Z／

Livingstonia．

　　ノノ

　　！！

　　！ノ

　　〃

山丈

ft

7
8

．9

1
5

67／、2

4％

水分

％

2．19

3．29

4．79

1．05

0．75

1．39

5．55

1。80

2．66

2．0

1．2

灰分

％

17．10

21．02

18．97

28．01

14．78

28．15

12．34

2窪．00

18．01

15．7

14．1

揮発分

　％

固定
炭素
％

9．97　70。74

5．41　70．28

24．80　51．44

22．40　48．54

20．89　63．58

　　ド24・88145・58

30．92151．19
21．85152．35

29．78　49．55

　　129．2　　53．1

28．7　　56．O

　　I

発熱量
kcal

　／kg

6フ611

6，0侶

5ン567

5，613

7，236

5，352

6，388

5，749

6，600

6，739

7，061

硫黄

％

0．64

0．62

0．59

0．59

1．09

0．56

0．35

0．33

0．38

0，7

0．5

燃料比

7．1

12．7

2。1

2，2

3．O

l．8

1．65

2．39

1．66

1．80

1．95

備 考

炭層名

IX　層

X（a）層

X（b）層

XI　層

皿

皿

層

層

試料採
取箇所

試錐

ノノ

露頭

〃

〃

試錐

Zノ

深度682ノ

〃780！

地質調査所分析

　　　ノノ

　　　〃

　　　二

　深度73ヱ！．

W．G。G．CoopER（1957）による

部地区で欠如している．これら両地区は，第6図に示すように，南から，Chiromo，Sambu，Livingstonia

およびNkanaの4小炭田に分けられる．

　且眼1．1C騒鵬職o炭田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪0一（530）
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第6図　マラウイ地質図（R．A．PELLETIER（1964）による）

　マラウイの南端部にあってChir・m・の南西約25マイルに位置し，鉄道にも近いので位置的条件は良好

であるが，炭層の伏在深度が600ft以上と深いうえに，断層が多く，地層傾斜も大きい．炭層は厚さ7

－8ftで，石炭は灰分が多く，揮発分の少ない半無煙炭である（第4表参照）．

皿ζ．1．2S窺m恥u炭田

　Bl批ntyre南西約40マイルのモザンビーク国境付近に位置している．炭層は，数枚露出しているが，各

層の層厚は明示されていない。これらの炭層は，Chiromo炭田よりも地下浅所に伏在しているが，石炭

は灰分が多く，ドレライトの貫入によって，半無煙炭となっているところもあって，炭層の地域的変化

が大きい．埋蔵炭量は，H・E・F・SAvEGE（1941）によって，4，500万tと見積られている．

　膿。1．3】誠v舳gs⑳踊論（M島Wa且且蟹）炭田

Nyasa湖の北西岸に位置し，対岸のタンザニァのRuhuhu炭田群の延長部にあたる・炭田の面積は，

約35平方マイルである。炭層は，地塁中にとり残されたKarroo系に胚胎し，湖水準上約3，000itに数枚

露出している。炭層の山丈は，1－9ftで大きく変化するが，平均5－6％丘である．石炭は，発熱量

5，749－7，061kca1／kg，灰分12－24％で，高揮発分，低硫黄の優良炭である．埋蔵炭量は，1，200万tとも，
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第5表　マラウイKarroo系の地域別層序表

統　　名

stormberg統

下部Beaufbrt

統

．Ecca統

Dwyka統（？）

ザ　ン　ベ　シ　盆　地

熔岩｛萎蘇

赤色砂岩　（恐竜の化石片を産す）

上部砂岩　（樹木化石を産す）

赤色マール　（樹木化石を産す）

中部砂岩

頁　岩　（植物，樹木化石を産す）

下部砂岩

Mwanza頁岩

（欠？）

ニ　ヤ　サ　湖　盆　地

欠

泥

　塊状青灰色泥岩，シルト岩
山　の薄層を挾むやや珪質の灰
石　ないし緑色頁岩質泥岩

　　　山　暗灰色石灰岩の薄層を挾む
シルト石
（雛・）欝顯潔麟

爽炭砂岩

礫質グリット，ピンク色ア
ルコーズ砂岩（灰色頁岩，
泥岩の薄層，石炭層および
薄層の鉄岩を挾む）

灰色頁岩，泥岩　巨礫岩層，炭層を挾む

W．G。G。CoopER（1957）による

2，400万tともいわれているが，探査の進展によってさらに増加が見込まれる．

　この炭田は，湖を利用した輸送，良好な気候条件および地層の緩傾斜などから，地方需要に応ずる石

炭供給地として今後の開発が期待されている．

　認．1．4国幽瓢炭田

　マラウイの北端にあってタン’ザニア国境に接し，タンザニァの産炭地となっているS・ngwe－Kiwira

炭田につながっている．炭田は，一辺3マイルの三角形をした断層地塊である．炭田には断層が発達

し，炭層は西部で厚さ7負のもの2枚，東部では3枚ある．石炭は，発熱量5，004kcal／kg，非粘結の亜

渥青炭である．この炭田は，約1，400万tの可採炭量が見込まれ，マラウイで今後の開発が最も期待され

ている炭田の一つである．

亙V。タンザニア

亙V。1概　要（第7図参照）

Karro・系は，タンザニアの南東部に北東一南西方向に広く分布しているほか，西部国境付近に散点的に

分布している．しかし，來炭層のEcca統は，同国南部および西部国境付近の比較的小範囲の分布にと

どまり，広範な分布を示す南東部のKarroo系はNyasa湖周辺以東においては，その大部分が砂岩から

なり，來炭層を欠如している．したがって，炭田もタンザニァの南部，西部国境付近に分布が限定され

ている．これらの炭田のなかには経済性の高い炭田もあるが，輸送面，需要面およびその他の点からま

だ大規模な開発は行われておらず，わずかにSongwe－Kiwira炭田のIlima炭鉱がごく小規模に稼行し

ているにすぎない．1969年におけるこの国の石炭生産量は，約2，500tで，その大部分が地元の製茶業そ

の他に使用されている．

　タンザニアにおける來炭層のEcca統は，構造的擾乱をうけず，火山岩の逆入も少ない・炭層は，Ecca

統に挾有されており，稼行対象となる炭層は数枚あって，一般に5－15ftの厚さを有する．大部分の石

炭は，灰分15－20％の高揮発分渥青炭で，南アフリカ炭と同じような良質炭である．しかし，ところに

よって粘結性を示すものもあるが，Swelling　Indexが低く，強粘結炭ではない．

　埋蔵炭量は，G．M．SToGKLEYの試算（1940年代）によると113，200万t，A。C。M．McKINGLAY（1965）

によると39，000万tと見積られている．

42一（532）



アフリカの石炭資源（その2）　（曽我部正敏・井上英二）

隠畿、騨論＿義
　メヘノ　寒諺　難　　　　　　鍵瀞

講灘驚、繋擦　、爆甑　・
・藩綴鐵1，簿　 驚鞠・

　　　　　盤　箆隆　　　　難　霧　　　　潔欝　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　職難蟻鐵　懲欝一

　　　　　　　　　　1櫨轡一／一・炭田群

　　　　　　　　　　4．Mbamba　Bay
　　　　　　　　　　5．Njug＆
　　　　　　　　　　6．　Mhukura
　　　　　　　　　　7．　Songwe－Kiwir乱およびNakana（マラウイ）
　　　　　　　　　　8。　Galula
　　　　　　　　　　9．U盒pa（Namwele－MkomoloおよびMuze）

第7図　タンザニアにおけるK翫rroo系および炭田分布図（A．C．McK、NLAY（1965）による）

　19世紀末に石炭が発見されて以来，石炭調査は断続的に行われてきた．しかし，大規模な調査は，

1948年以降で，主として地質調査所および植民地開発公社（C．D．C・）によって行われ，1965年には中

華人民共和国の調査団による調査が実施された．現在この国の石炭の採掘権は，タンザニァ政府，南ア

フリカのアングローアメリカン公社，カナダのFrobisher会社等が所有している．

　以上のべた渥青炭のほかにタンザニアにはジュラ紀および白亜紀の褐炭が海岸地域の多くの場所で発

見されているが，現在のところ経済的価値は少ない．
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亘V．2　渥青炭炭田の分布

　炭田は，地溝帯内に位置するNyasa湖，Tanganyika湖およびRukwa湖付近に分布している・これら

のうちで，Nyasa湖付近のRuhuhu盆地にある炭田群が大きく，またNyasa湖北端西方のSongwe－

Kiwira炭田は，現在採掘されている唯一の炭田である．このほかRukwa湖周辺の2炭田，モザンビー

ク国境に近いMhukura炭田等がある（第7図参照）。

　亙V・2・1R幽曲聰盆地の炭田群

　Ruhuhu盆地は，Nyasa湖に注いでいるRuhuhu河下流部を占め，湖の北端から南南東約80マイルに

位置している．

　Ruhuhu盆地のKarroo系は，基盤岩に不整合に重なり，Nyasa湖地溝帯にほぼ直交している。　した

がって，この盆地の炭田は，湖をはさんでマラウイのLivingstonia炭田に対している・盆地は，平均幅

15－20マイルでジグザグ形をなし，北東方向の大断層とこれにほぼ直交する断層によっていくつかの炭

田地塊に分けられている．すなわち，西からKetewaka－Mchuchuma，NagakaおよびLumechaの3炭田

がある．しかし，Lumecha炭田については報告がなく，その詳細は不明である．

　箆）鼠e重ewa肱一獺磁胆面um寵炭田

　Nyasa湖の5マイル東に位置し，Ketewaka，Mchuchuma両渓谷にまたがり，Ruhuhu盆地の北西部を

占めている。また，この炭田は，Ligangaチタン砂鉄鉱床の南西30マイルに位置し，長さ東北東方向に

約15マイル，幅最大5マイル，面積約36平方マイルである．

　Karr・o系は，第6表のようにKrK8に区分され，そのうちK2（下部爽炭層）とK4（上部來炭層）が

爽炭層となっているが，K4は経済価値のある炭層を含んでいない・地層は，東北東に走り，5－10。南東

に傾斜している．炭田の南限にはRuhuhu下流断層があって，この炭田とNgaka炭田との境界をなして

いる．炭田内の断層は，南北方向のものが卓越している．下部Karroo系に影響を与えている火成岩の

第6表　タンザニアKetewaka－Mchuchuma炭田1こおけるKarroo系の層序

　地　層　名

翻上部一層

K5　Ruhuhu層

K4　上部爽炭層

層厚ft

800　　炭田南部に賦存

1，750十

岩 相

緑灰色，層理が発達したシルト岩，泥岩，細粒砂岩，

塊状細粒砂岩，長石質粗粒砂岩

存在不確実

K3　中部泥岩砂岩層　1，000以上

　　　　　　　　少なくとも
K2　下部爽炭層
　　　　　　　　　　　600

K1　基底　層 400－500

断

上部；

中部

下部；

上部

中部

下部；

上部

下部

不

　層
赤色雲母質泥岩からなり赤色砂岩を挾む

：緑色砂岩，泥岩

塊状斜層理粗粒砂岩からなり下部に炭質頁岩層
およびレンズを挾む

：爽炭部層

；“Camp”砂岩と呼ばれる明色，塊状長石質ない
しアルコーズ質砂岩，炭質頁岩を挾む

暗色頁岩からなり雲母に富み炭質物を含む泥岩

：緑色頁岩で砂岩，石灰質頁岩を挾む，また泥岩
に巨礫を含む

；砂岩，礫岩からなる
砂岩は緑ないし紫色のやや石灰質，堅硬，塊状
砂岩ンシルト岩
礫は小一巨礫，ところにより粗粒礫岩

整合
基盤岩

A。C．M。McKINLAY（1965）による
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第7表タンザニアの石炭分析表

炭　田　名

Mchuchuma

Ngaka

　〃

Songwe－Kiwira

　　　〃
〃

〃

〃

Galula

Namwele－Mkomolo
〃

〃

〃

〃

Muze

Mhukuru
〃

Mbamba　Bay

Njuga

炭層名

上　層

〃

　〃

〃平均

下　層

山　丈
　ft

水　分
　％

1．5

3．2

1．8

5．51

11。2

2．7

4．2

3．8

6．8

5．3

3．9

3．27

5．61

姿．53

灰　分
　％

14．2

15．6

17．8

14．9

17．0

姓．2

18．2

20．4

18．5

31．2

25．5

荏1．4

28．3

23．3

揮発分
　％

24．0

26．5

23．2

29．4

28。6

29．9

31．0

22．3

30．些

30．2

33．9

22．3

39．9

33．75

固定炭素
　％

60．3

54．7

57．2

50。2

43．2

53．2

46．6

53．5

些4．3

33．3

36．7

32．9

35．16

38．46

硫　黄
　％

0．9

1．2

0．4

1．11

0．68

0．7

0．3

7．2

6．6

2．5

5．7

6．4

7．49　　　16・56　　　41．63　　　34∫．32　　　　2．5

2．8

4．8

12．1

21．9

20．6

13．6

32．7

31．7

21．3

荏2．6

弼．3

53．0

0．75

0．31

発熱量
kcal／kg

7，127

6，69委

6，888

6，388

5ン250

6，466

6，44些

6，14荏

6，127

4，527

5，222

3，222

先583
5β33

備　考

弱粘結

弱粘結

5．7 20．2

5，038

32．9 46，9

5，777

鯛
0。48

病7221

A．C．M．McKINLAY（1965）にょる

遊入はないが，本炭田の南西でキンバーライトが発見されている．

　下部來炭層（K2）の上部には2層準に炭層が挾有されており，その下層準のものが稼行可能な厚さを

有する．下層準の稼行対象炭層は，4層あって，とくに下から2，3番目の炭層は山丈5－25％Rで，

灰分が少なく，石炭はビトリットを縞状に挾むクラリットに富む輝炭からなっている．炭層は，黄鉄鉱

ないし白鉄鉱団塊を挾有するが，珪化木は認められない．稼行対象炭層の上位には厚さ5ftの粘結炭層

があるが，灰分が多い．

　石炭の分析結果は，第7表のとおりで，灰分平均15－20％の高揮発分渥青炭で，南アフリカ炭とほぼ

同じである．

　炭丈3％ft以上の炭層について，地表下1，000－2，500丘以浅における本炭田の埋蔵炭量（1955）は，

確定炭量18，660万t，推定炭量1，200万tと見積られている．

　恥）Ng誌a炭田

　Ruhuhu盆地の南部を占め，Nyasa湖の東方25マイルで，Songea市街から西北西約50マイルに位置し

ている．炭田は，北北東にのび，長さ24マイル，幅4－8マイルの範囲を占めている．この炭田は，東

西方向の基盤の隆起体によって，MbalawalaとNgaka北部との2地区に分けられる．

　両地区におけるKarroo系の層序は，第8表のようにK・一K5に細分されている。來炭層は，K2とK塵

とであるが，上位のK4來炭層は炭層が薄く稼行できない・稼行対象炭層は，K、來炭層の下部に挾有さ

れている．

　この炭田の地質構造は比較的単純である．すなわち，地層の一般走向はNNE－SSW，傾斜約100SEの

単斜構造を形成している．断層は，NE－SW方向の走向断層と基盤の起伏に関係して生じた走向方向に

直交する胴切断層とが認められる．
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第8表　タンザニアNgaka炭田のKarroo系層序

地　層　名

K5

K4

K3

K2

K1

k

j
i

h

9

f

e

d

C

b

a

Ngaka北部地区

緑灰色泥岩，石灰岩

700ft十

灰色泥岩，薄炭層 60－110

砂岩 15－80

灰色泥岩，薄炭層 150－220

砂岩 O－28

赤色岩 150－320

赤色岩とアルコーズ砂岩 250－380

砂岩，頁岩，炭質頁岩，石炭　　170－360

炭質泥質岩，稼行炭層 100

氷成角礫岩，緑色の砂岩，頁岩　　　100

Mbalawala地区

同　左

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

砂岩，シルト，頁岩，“Shamba砂岩”
　　　　　　　　　　　　120－325

頁岩一石炭，薄炭層，炭質頁岩，稼行
炭層，砂岩　　　　　　　　　440－560

砂岩，泥岩，礫岩 27000

A。G。M。McKINLAY（1965）による

　炭層の枚数，厚さ，炭質ともにKetewaka－Mchuchuma炭田のものとほとんど同じで，稼行可能炭層

は3枚である．埋蔵量は，確定炭量9，770万t，推定炭量1，500万tと見積られている。

亘V．2．2So取gwe一鼠量wむa炭田

　タンザニア唯一の石炭生産地である，この炭田は，マラウイのNkana炭田に北接し，Nyasa湖北端か

ら20マイル西に位置している，また，Tukuyu市街から南方9－16マイル，Ketewak＆一Mchuchuma炭田

から北西約100マイルの距離にある．本炭田は，Karro・系が海抜2，000－3，800ftに分布し，森林に覆わ

れ，水も豊富である。炭田の東端には道路があり，湖内連絡船の碇泊所にも近い．

Karr・o系は，東北17マイル，東西4マイルの狭長な範囲に分布している．同系は，K、一K3およびK5

の4層からなり，上部來炭層のK4を欠いており，炭層はK2層にのみ挾有されている．Karroo系は，，

20－300Eの傾斜を示し，上位に白亜系が不整合に重なっている．なお，炭田内には西北西方向の正断層

群が発達している．

　炭層は数枚あるが，これらは層厚，炭質ともに側方変化がいちじるしい．稼行炭層は，2枚あって，

そのうち上層は山丈7111／、2－15ftであるが，なかに厚さ1％ftの炭質頁岩の來みを1枚挾有している．

なお，下層は山丈最大20ftを示している．

　炭質は，上層・下層ともにほぼ同一で，発熱量約6，112kcal／kg，灰分18－20％である．

　山丈2m以上，地表下2，000負以浅における良質炭の埋蔵炭量は，約2，870万t（うち可採炭量1，400

万t）と見積られている．

　現在東アフリカで唯一の炭鉱であるIlima炭鉱（私企業）が1953年以降操業しており，1965年の出炭

量は2，艦8tであった．この石炭は，地元の製茶工場，煉瓦工場等に供給されている．

　脚．2．3R慮w我湖盆地の炭田群

　Galula，Namwele－MkomoloおよびMuzeの3炭田がある．これらの炭田は，いずれも埋蔵量が少な

く，低品位炭で経済的価値はあまり認められない．

　窺）GaM組炭田（So聡gwe－R曲w箆炭田）

　炭田の発見は比較的新しく，1934年である．本炭田は，Rukwa盆地の南部を占め，Rukwa湖とNyasa

湖の中間にあり，Mbeyaから北西40マイルの地点に位置している．
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第9表　タンザニアGalula炭田の層序

時 代

第四紀。第三紀

白　亜　紀？

畳

石

炭

紀

カ

ノレ

系

地 層 名

Rukwa湖層

赤色砂岩層

不　整　合

砂　岩　層　群

K2

断層・不整合一
上部砂岩（K40r　K5）

下部砂岩（K3）

　不整合？
上部砂質泥岩

頁岩一石炭層

下部砂質泥岩

　　　　　　　　礫岩

～・～一一～一一一不整合一一
　　　　　　　　Varbedシルト岩

K1

基盤岩類

基底礫岩

　不　整　合一一

層
ft

厚

1，200

5ラOOO

0－160

0－106

A．C．M．McKINLAY（1965〉による

　Karro・系は，第9表のようにK、，K2および砂岩層群からなり，來炭層はK2のみである．本系は，

多くの場所で断層によって基盤岩と接しているが，炭田南部では基盤の片麻岩を不整合に覆っている．

地層は，一般走向NW－SE，傾斜30－35。NEの単斜構造を形成し，断層はNW－SE方向の正断層とこれ

に直交する断層群からなる．

　炭層は，次に述べるNamwele－Mkomolo炭田のものより炭丈（1m以上を示す）が厚く，來みも少な

い．この炭田の埋蔵炭量は，220万tと算定されている．

　恥）Namwe且e・M翫om翻o炭田

　Rukwa盆地の北部で，海抜5，700ftのUfipa草原にあり，Rukwa湖北西端の西方約25マイルに位置

する．この炭田と次に述べるMuze炭田へは，鉄道の終点Mpandaから道路があり，128マイルで達す

る．また，ザンビァのMpulungu湖上駅からこれら炭田へは良好な道路が通じており，距離は約150マ

イルである．これらの炭田は，Tanganyika湖を挾んで北西約200マイルにあるザイール共和国カタンガ

のLukugu炭田に対している．

　本炭田のKarro・系は，長さ12マイル，幅2マイルの狭長な範囲を占め，同系下部は5地塊にわかれ

て分布し，その層序は第10表のとおりである．地層は，南西に25Q傾斜し，地質構造は比較的単純であ

る．來炭層は，Karroo系下部にあって，厚さ70－100Rを示し，Ruhuhu炭田群のK2層に相当する．

炭層は，数枚挾有されているが，山丈2・Om，炭丈LOm弱の本層のみが稼行可能と考えられている．石

炭は，弱粘ないし．非粘結の高揮発分渥青炭（第7表参照）で，灰分が23－41％と高く，硫黄分の多い粗

悪炭である．なお，この炭田の埋蔵量は，750万tと見積られている。

　c）M慨e炭田
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第10表　タンザニアNamwele－Mkomolo炭田の層序

時 代

現世一新第三紀

畳

石

炭

紀

先カンブリア紀

層 名

段丘堆積物

カ

ノレ

1

系

上部砂岩層

石灰質岩層

赤色砂岩

アルコーズ砂岩

敷石状砂岩

雑色マール

爽　　炭　　層

基　底　礫　岩

黒雲母片麻岩

層
ft

厚

2，000十

200

70－100

30－40

A。C。M。McKINLAY（1965）による

　Rukwa盆地北部にあって，Ufip＆草原と盈地とを画する斜面（高度約2，800負）にある。

　Karroo系は，L字型をして小範囲に分布している．地層は，北西に20。傾斜し，断層が多い．層序は，

Namwele－Mkomolo炭田と同一であるが，來炭層がやや厚くなっている．炭層は，2枚あって，下層が

山丈12ft，上層が山丈30ftで，後者は10－14丘の稼行可能部分を含んでいる．炭質は，発熱量が低く，

硫黄分が多い（第7表）．埋蔵炭量は，約1，000万tと見込まれている．

　πV。2．4　So蹴gea地方の炭田群

　タンザニア南端部で，モザンビーク国境に接したS・ngea地方にはMhukura，Mbamba　Bayおよび

Niugaの3小炭田がある．

　a）M恥曲既職炭田

　Songeaの南南西50マイルで，Mhukura河に沿って北北東にのびた地帯を占め，海抜2，000負に位置

している．

　Karroo系は，分布の西側と東側とを北東性の正断層で断たれ，幅3マイル，長さ6マイルの長方形を

なした地溝部に分布し，下からR．uvuma　Gorge砂岩，下部來炭層，中部泥岩砂岩，上部i爽炭層および未

区分層の5層に細分されており，來炭層はKarroo系の上部と下部に存在する・なお，本炭国の上部來

炭層は，厚さ1，200ft以上に達し，例外的に発達している．地層は，北西方向のゆるやかな向斜構造を

形成し，その両翼の傾斜は20。以下である．

　おもな炭層は，上部來炭層中に介在するが，そのうち稼行可能な炭層は，山丈63／4負，炭丈4％ftの本

層のみである．

　石炭は灰分が多く，発熱量の低い高揮発分渥青炭である（第7表参照）・この炭田における本層だけの

埋蔵炭量は780万tと見積られている．

　恥）M恥a蹴めa磁y炭田

　この炭田は，Nyasa湖東岸にあって，Songeaから南西75マイル，またはモザンビーク国境から20マイ

ル北に位置している．なお，Songeaから当炭田ま’で地方道路が通じている．

　Karroo系は，3方を断層によって囲まれた地溝部に分布し，地層は北西一南東に走り，北東に10。以下

の緩傾斜を示している．本炭田のKarroo系は，K1とK2との2層からなり，炭層はK2に挾有されて

いる．稼行可能な炭層は，山丈5丘　（炭丈4負）のもの1層である．石炭は，灰分が比較的少なく，

Mhukura炭田のものよりやや良質である（第7表参照）。試錐調査が行われていないので，当炭田の埋蔵

炭量は算定されていないが，あまり多くは期待できない．

　c）N恥ga炭田

　S・ngea市街の南東17マイルで，Njuga渓谷中部に位置している。この炭田へは自動車で達することが
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できる．Karroo系は，幅6マイル，長さ10マイルのほぼ矩形の地溝帯に分布し，地層は南北方向のゆる

やかな向斜構造を形成している．当炭田のKarroo系は，K、一K4からなり，K2とK4とが來炭層となっ

ている．しかし，炭層状況については詳しく報告されていない．K2（下部來炭層）中の石炭の良質なも

のを第7表に示した．埋蔵炭量は，厚さ3ft以上のものにっいて，G。M．STocKLEY（1947）が2，300万t

と算定しているが，不確実といわれている．

1V。3　褐炭田の分布

　褐炭は，タンザニアの海岸地域の多くの場所で発見されているが，主な含炭地は次のとおりである．

亙V。3．1Matum婦含炭地

　褐炭層は，中部ジュラ紀のKipatimu層（厚さ900丘）下部の砂岩中に介在し，厚さ2－4丘で，珪化木

を多く含んでいる．褐炭はピッチ状光沢を有する（　表参照）・

　亙V，3．2N包脚9躍胆およびTe既a我gur聰含炭地

　Lindi西方20マイルのNoto高原周辺部に位置している・褐炭層は軟質砂岩からなる白亜紀のMakonde

層に挾有されている．Noto高原周辺の褐炭は灰分が少ない。

含炭地

Matumbi

Namgaru

水　　分
　％

9．1

11．66

灰　　分
　％

13．荏

1．91

揮発分
　％

36，5

些3．60

固定炭素
　％

些1．0

些2．83

硫　　黄
　％

0．56

1，77

発熱量
kc＆1／kg

5，570

5，680

備考

V．　ウ　ガ　ン　ダ

　Kamo系は，小断層ブロックとして，国内の3小地域に分布している．來炭層のEcca統はEntebbe，

Bugiri，BusogaおよびDagusi島に賦存している．これらの地域に実施した探査試錐では，薄炭層のみで

あった．したがってウガンダでは渥青炭産出の可能性が少ない．

　褐炭は，ケニヤとの国境近くのTororo付近に局部的に産する．炭質は，後述するナイジェリァで採

掘されている亜渥青炭とほぼ同じであるが，埋蔵炭量も少なく，経済的に開発できる見込みはほとんど

ない．

V夏・　ザイール（第8図参照）

V夏．1概　　要

　ザイールの中央部は，コンゴ河流域の低地からなる広大な中央盆地が位置しており，洪積世のKalahari

砂層に覆われている．東部は，アフリカ大地溝帯の西部を占め，先カンブリァ系をはじめとするさまざ

．まな時代の堆積層および火山岩が分布している，Karroo系は，コンゴ河の北側と南側にほぼ水平に広く

露出し，中央盆地ではKalahari砂層下に伏在している．

　Karroo系は，Lualaba－Lubilash系ともよばれ，ザイールの広い地域を覆っているが，第11表のよう

に3分されている。

　來炭層は，Lukugu統のWalikali階上部であり，タンザニアのK2層にほぼ対比される．來炭層は，

小さい湖沼の堆積物とみなされ，その分布はあまり広くなく，Lualaba河上流，Upemba地溝帯，カタン

ガ州のLuena，Lukuga渓谷のGreinerville，Tanganyika湖西岸のAlbertvmeおよびKivu湖西方の

Walikale等に分布するにすぎない・稼行炭層は3－5層である・石炭は灰分が多く，発熱量が4，611－

5，111kcal／kgの非粘結亜渥青炭であって，良質のものを産出しないので，Wankie炭が輸入されている・

　この国の埋蔵炭量は，世界動力会議提出資料によると，7，300万t，今回の資料調査では8，000万tと

見積られている．生産量は，1959年に約27万tであったが，次第に減少し，1969年には6。9万tにすぎな

かった．石炭の主な用途は，セメント工業，鉄道および地方の小工場等である・
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第8図 ザイール地質概略図（R．A．pE、，LET、ER（lg64）にょる）

第11表　ザイールの層序（中央盆地）

時 代

第　　四　　紀

洪　　積　　世

下部ジュラ紀
　　し
上部三畳紀

下部三畳紀

二畳一石炭紀

先カンブリア紀

地 層 名

現世沖積層，湖成層，kiVU火山岩

Kalahari系

Karroo系
（Lualaba－

Lubilash系）

KwangO統

Lualaba統

Lukugu統

Nseles階

Inzia階

Walikali階
上部

下部

岩 相

軟質砂岩

泥質岩と軟質砂岩の互
層

礫岩，砂岩，珪質砂岩
緑色頁岩，赤色砂岩，
泥灰岩

黒色頁岩，炭層

氷成礫岩，氷河堆積物

当価属

Ecc＆統

Dwyka統

基 盤 岩 類

R．A、PELLETIER（1964）にょる
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アフリカの石炭資源（その2）　（曽我部正敏・井上英二）

以上のほか炭層状況は明らかでないが，ザイール南西部のThysville付近には褐炭の賦存が報告され

ている，

V亘。2　炭田の分布

主要炭田は，カタンガ州のLuena炭田とTanganyika湖に接したLukugu炭田とである．

V亘．2．1L腿e舩炭田

　この炭田は，1914年に発見されLuenaの西に位置し，小さな4堆積盆地に分かれている．地層は南東

に250傾斜し，断層によって切断されている．炭層は4枚あって累計山丈が10・5mあるが，うち3層が稼

行されている．

稼行炭層の上層は山丈2mで，地表下20mに伏在している．中層は，上層の下位5mに位置し，山丈

3．5mを示し，下層は中層の下6mにあって山丈2mである．本炭田は，炭層が地下浅所に位置するた

め，現在露天掘で採掘されている．埋蔵炭量は，3，000万tで，うち確定炭量500万tと見積られてい

る．

　V亙．2．2L磁積し9胆炭田

　19U年にT＆nganyika湖西側のAlbertville付近で発見されたこの炭田は，ザイールで最も重要な炭田

で可採炭量が5，000万tと見積られている．炭層は5枚あって，累計山丈5－6mである．炭層は，深度

100mに伏在し，現在柱房法によって採炭されている．Lukugu炭は，resinが多くう花粉や材片に富み，

灰分が多いけれども，熔融性のあることから，Fisher－Tr・psch法によって合成石油の製造を考慮中であ

る．

　次に各炭田の石炭分析結果を示す．

炭田名

Luena

Lukugu

水　　分
　％

　5．5

5．6－5．9

灰　　分
　％

20．5

15，3－19．4

揮発分
　％

34．0

31．0

固定炭素
　％

　40，0

43．4－4r6．8

発熱量
kcal／kg

4，611－5フll1

備考

V既　ナイジェリア（第9図参照）

V亘夏．1概　　要

　ナイジェリァは，石炭と褐炭の埋蔵量が多く，石炭産業もアフリカにおいては活発な方に属し，石炭

は工業，電力用に利用されている．ナイジェリアの石炭は，白亜紀の亜渥青炭と第三紀の褐炭である

（第12表）・この国の西部に産する褐炭は，1904年に南ナイジェリァ鉱物調査所によって発見されたが，

1909年にナイジェリァ東部で渥青炭が発見されたために，1947年までほとんど関心がはらわれなかっ

た．

亜渥青炭は，白亜紀の下部來炭層と上部來炭層とに挾有されている．下部來炭層の石炭は，中品位，

非粘結の亜渥青炭で，ガス発生用としてすぐれ，低・高温乾留によるタール油の生産に適している．下

部來炭層の最小稼行山丈は，3・5ftである．上部來炭層の炭層は，厚さ数in－4・5食で，炭質・山丈と

もに下部來炭層のものより劣っている．したがって，稼行対象となっている炭層は，すべて下部來炭層

のものである．現在のところナイジェリアの埋蔵炭量は，亜渥青炭24，200万t，褐炭7，000万tと見積ら

れている（第13表）・そして1971年の石炭生産量は194，000tであった．

V亘互・2亜渥青炭炭田の分布（第10図参照）

下部來炭層は，Niger河下流部の東岸にそって西傾斜で100マイル以上も連続している・炭層は，Udi

からDekinaまでほぼ追跡され，Onitsha，Benu，Kabba諸州に6つの炭田・含炭地がほぼ南北にならん

で分布しているほか，ナイジェリア北東部のBauchi，Bomu州にも含炭地がある。

V鼠2．1E蹴ug服炭田
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第12表　ナイジェリアの層序

第四紀｛膿

第　三

　f　Pliocene

　Miocene
　Oligocene

紀／臨

火山岩類（Cameroon，Jos，Biu高原）

｛
海岸平野の砂層
Ghad層

Gwandu層

　不整合
石灰岩および粘土ないし頁岩層　（Sokoto州）

褐炭層（東部地域）
Bende－Ameki層　　　（　〃　　）

Imo粘土ないし頁岩層　（　〃　）

｛
玄　　　武　　　岩　（Cameroon，Jos，BiuおよびLonguda高原）

Kerri－Kerri層　　　（Bomu，Bauchi州）

堆積岩（西部地域）
一不整合

・亜紀｛欝欝階慰裳1瀦幽
　　　　　一　　　　不整合　　　　　　　　　　　 一
先カンブリア紀　　　 基盤岩類

Minerals　and　Industry　in　Nigeria（1957）による

Onitsha州Udi地区にある．炭層は5枚あるが，現在3番層のみが採掘されている．しかし，4番層

も地域によって山丈3－311／、2負に達し，一部採掘可能と考えられている，

3番層は，崖にそって約7マイル追跡されており，山丈2・5－6．5ftを示し，中部に厚さ5inの來みを挾
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　　第13表　ナイジェリアの炭田別埋蔵炭量

炭種

石

炭

褐

炭

炭　田　名

Enugu

Ezimo

Orukpa

Okaba

Ogboyoga
Inyi

計

Obomkpa
Ogwashi－Asaba

計

地　層　名

下部爽炭層
　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

上部爽炭層

褐　　炭　　層

　　　〃

州 名

Onitsha州

　〃
Benue

Kabba

　〃
Onitsha

Benin

　！ノ

埋　蔵　量
（試錐で確認）

3，800万トン

2，500　〃

4，000　ヶ

6，000　〃

7フ000　〃

900　〃

24，200万トン

1，000万トン

6，000　〃

7，000万トン

Minerals　and　Industry　in　Nigeria（1957）による
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有し’ている．また3番層は，Hayes炭鉱の南で來みが肥厚し2層に分岐している．一方，Iva炭鉱の北

では3番上層が尖滅し，下層のみとなっており，その厚さは2％～6ftである．埋蔵炭量は，稼行区域

の西側と北西側に多く見込まれ，3，800万tと推算されている．

V盟．2。2Ez量mo炭田

Onitsha州Ezim・市街の南東に位置している．厚さ4－5負の炭層が地表で約3マイル追跡されてい

る．なお，深け部の拡がりをみるため試錐が行われ，厚さ6ftの良質炭層が確認されている．この炭田

の埋蔵炭量は，2，500万tと見積られている．

V賦2．30臓kpa炭田
Benue州にあって，Ezimo炭田にほぼ北接している・炭層は，山丈3－7ftのもの1枚が約2マイル

にわたって露出している．1950年以降試錐調査がすすめられ，これまでに27試錐が実施された．稼行山

丈4・5－12Rの炭層についての埋蔵炭量は，少なくとも4，000万tと見積られている．

V餌，2．40蝕臨炭田

Kabba州のOkaba村にあって，Orukpa炭田の北約30マイルに位置している・厚さ8ftの炭層がOkaba

村の2小支流で認められるほかは露頭がない．試錐結果では，炭層は炭田の北西部で厚く発達している

が，南と南西に向かって2枚に分岐している．埋蔵炭量は6，000万t以上と推算されている．

V鼠．2。5　0dlo聖po1組o，09恥oyo9我炭田

　これらの炭田1）は，Okaba炭田の北約4マイルに位置している・南のOdokp・no炭田には厚さ2％一7％

丘の炭層が1枚あって，南北方向に約3マイル追跡されているほか，炭田内に6試錐が行われている．

一方，北のOgboyoga炭田では，Odokpon・炭田の炭層の延長部にあたるものが平均山丈15ftで，崖に

沿って約7マイルにわたって露出している．なお，この炭田にも試錐が実施されている．これらの探査

によって，両炭田の確定炭量は，7，000万tと見積られている．

V服2．6避a腿c瞳州と聾・職副llllの含炭地（第9図参照）

　ナイジェリァ北東部のBenue河上流盆地において，上部白亜紀（Maestrichian）のGombe砂岩とL＆mja

砂岩とに石炭が介在している．Lamja砂岩層の炭層は，同層の上限付近に挾有されており，Numanha河。

Lediye付近で認められるが，厚さ1負以下である．

Gombe砂岩層の炭層は，Potikau，Doho，Kolori等にも分布してV・るが，最も重要なものはMolkoで

ある．ここでは厚さ5％ftの炭層が地下44－100ftで発見されている．炭質は下記のとおりで，亜渥青

炭に属する．

炭　国　名

Molko

水　 分

　％
灰　　分
　％

揮発分
　％

固定炭素
　％

発熱量kcal／kg
硫　 黄

　％

lg・9二1α211・・鳳313冊3＆414α卜42・41馬3晒5551α匹・・8

W亘・2・7　その他の含炭地（第10図参照）

ナイジェリアには上記の炭田・含炭地のほかに，上部來炭層の石炭が下部i爽炭層の炭層露頭線とNiger

河との間に産する．すでに述べたようにこの炭層は，山丈が数in－4・5負で，下部來炭層のものより厚

さ，品質ともに劣っている．ただOnitsha州のInyi付近の炭層は，3％一4ftで，試錐によって900万t

の埋蔵炭量が確認されている．しかし，炭層の直接天盤が多孔質の砂岩からなり，多量の水を含んでい

るので，容易には開発できない．

V盟・3　褐炭田の分布（第10図参照）

褐炭は，Niger河西岸のBenin州とOn圭tshα州に賦存している．主要な褐炭田は，Ogwashi－Asabaと

Obomkpaで，地表調査と試錐探査が行われている．

V盟．3。1　《》gw総賊一As蜘箆褐炭田

1）：第10図においてOdokpono炭田は，Ogboyoga炭田に一括して表示されてv・る．
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　褐炭は新第三系に介在し，本層と上層の2枚の稼行対象炭層が確認されている．本層は厚さ平均17

ft，12ftの頁岩を挾んで，厚さ平均8丘の上層がある．埋蔵炭量は6，000万tで，うち2，500万tが露天

掘可能と考えられている．

　V皿．3．2　0臨om匙襲a褐炭田

　Nnemagadi河に沿って3炭層が認められ，そのうち2層が有望である。下層は厚さ平均8ftで良質で

ある．埋蔵炭量は，1，000万tと見積られているが，今後増加の見込みである．

V亘盟．モロッコ王国

V騒．1概要
　モロッコの石炭は，主として良質の無煙炭で，ほかに少量の褐炭を産する．無煙炭は，石炭紀のWest－

pharianとStephanianに挾有されており，褐炭は三畳系，下部なV・し中部ジュラ系および中新統に胚胎

されている．

　無煙炭は，厚さ1－2・5Rの薄層が数枚あって，現在移行されている．産出無煙炭のうち塊炭は，輸出

されているが，粉炭は国内で電力用，セメント製造，燐灰石の生産等に使用されている．無煙炭の採掘

は，炭層が薄いこと，地層の急斜および断層が多いなどの悪条件によって，生産能率も低く，生産コス

トが平均販売価格を上回っている．政府は，炭鉱保護政策をすすめるとともに，生産能率の向上にっと

めている．1969年におけるこの国の無煙炭生産量は，397，000tであった。

V亙亘豆．2　炭田の分布

　炭田は，モロッコ北東端のアルジェリア国境に近いOujda南方のDjerada付近と北海岸のRabat南

南東とChristianとの2カ所にある．

　V亙題．2．1D∫emd駄炭田

　この炭田には下部シルリア系，下部石炭系および上部石炭系が分布している．炭層は，Westpharian

（上部石炭系）の下部Sidi　Brahim層およびその上位のPjOrada層に介在している．前者には4枚の炭

層があるが，稼行価値のあるものは1枚にすぎない．後者には無煙炭層が5枚あって，各層の厚さは1

－1・5ft，合計山丈7ftである．炭層は，東へ数マイル追跡されているが，西へはTizimiで白亜系の岩

石砂漢に覆われて地下に伏在している．

　V且亙亘。2．2Chr鼠st員蹴含炭地，その他

　カサブランカの東南東約70マイルに位置する．北東一南西方向のシルルーデボン系向斜の南側盆地に分

布するWestpharian中に数枚の薄炭層がある．

　この他，モロッコ南東部のハイアトラス山脈中のIda　ou　Za1盆地に上部石炭紀（Stephanian）の無煙

炭の薄層がある．

V互亘亙・3　褐炭含炭地

　褐炭は，Kheniferの二畳系，Skouraの三畳系，TamdaとSefrouの下部ジュラ系，Boulemaneの中

部ジュラ系およびGuercifとRh薦aiの中新統などに介在すると報告されているが，その実態は明らか

にされていない．

置X．アルジェリア

　アルジェリァには石炭紀の渥青炭と無煙炭および下部白亜紀の褐炭が賦存している．世界動力会議提

出資料によると，石炭の埋蔵量は，2，000万tと推定されているが，その実態は明らかでない．

　石炭は，同国北西部のモロッコ国境付近で，Oranの南南西300マイルに位置するC・lomb　B6char－

Kenadsa含炭地に産する．來炭層は，上部系（Westpharian）に属し，17枚以上の炭層が砂岩と泥灰岩中

に挾有されている．そのうち稼行できる炭層は2枚で，山丈は平均11／3ft（最大1・5丘）にすぎない．主

要炭層となっている本層は，230N傾斜を示し，約15マイル追跡されている・その炭質は，灰分15－25
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％，揮発分22－25％，固定炭素49・3－62・3％，硫黄0・7％の粘結炭である・なお，このColomb　B6char含

炭地の南西約30マイルのAbadlaでは揮発分35％の渥青炭を産する．

　Oran付近およびアルジェリァ北東部のConstantine盆地にはレンズ状の無煙炭を産する・前者は，モ

ロッコのDjerada炭田の東延長部と考えられている．

　褐炭は，Marceau，Smendon，Boukhan6fis，Djebel　Amour，Bon　Maizおよび北部サハラ等の下部白亜系

に産する．

X
．
リ
　
　 ビ　　ア

　リビァの石炭資源は褐炭だけである．褐炭は，同国北西部のTripolitania州北部に分布する白亜系，

南西リビアにおいてはGhat地域とUbari付近のWadi　Ajalに産する・

Tripolitani＆州のNalut，Shekshukにおける褐炭は，厚さ1％ftにすぎず，稼行価値はない．また，同

州のAI　Kussabatのいわゆる褐炭は，炭素0。4％で，炭質粘土である．

　南西リビァのGhatの褐炭は，厚さ0・9mあるが，ラグーン成堆積物で，分布がごく限られている．

X亘。エジプト・アラブ共和国

　エジプトのシナイ半島中西部には下部石炭系に挾有されている厚さ0・5－0・8mの炭層が1枚認められ

ている．炭質は，水分2．21％，灰分45。95％，揮発分2L65％，固定炭素30・2％であって，稼行価値はない．

X盟．スーダン
　スーダンにはアフリカの主要産炭層準となっているKarroo系は分布せず，またアルジェリァ等北ア

フリカにおいて無煙炭を産する石炭系がごく一部に分布しているが，この地層も炭層を挾まない．ただ

上部白亜紀のヌビァ砂岩に挾有されている褐炭が北部スーダンのDongola，Chelgaなどで発見されてい

る．

　褐炭は，厚さ1－2ftが大部分で，最も厚いものはDongola南部の試錐で確認され，厚さL5mと報

告されている．炭質は，水分12．20％，灰分3。31％，発熱量5，460kcal／kgである．以上のような状況か

ら，スーダンでは現在稼行されている炭層はない．

　なお，スーダン大沼沢地地域には開発可能な泥炭が分布している．このほかButanaとQala　en　Nahl

（スーダン中央東部）地域の先カンブリア紀の基盤岩類中には多数の石墨産地が報告されている．

X㎜：．エチオピア王国

X皿．1概　　要

　エチオピアには主として鮮新一更新世のTrap統に挾有されている褐炭を産するほか，ジュラ紀の石

炭がある．炭層数は比較的少なく，山丈も1m未満のものが多い．褐炭の発熱量は，3，000－4，000kcal／

kgが大部分で，最高のものでも6，400kcal／kgにすぎない．これらの炭層は，全国各地に散点的に分布し

ており，まだ十分に調査されていないが，ごく一部の炭田では小規模に採炭が行われている．

X亘鼠2石炭（ジュラ紀）

亜渥青炭ないし褐炭に属するこの石炭は，Shoa州とWollega州に分布している（第11図）・

　X皿，2．1S翫oa州の含炭地

含炭地は，首都Addis　Ababaの北約50マイルで，K．arisso河とSelmi河との合流点のDebraLibanos

周辺に位置している．炭層は，ジュラ紀の石灰岩層中の砂質岩に挾有されており，炭丈約1mの炭層が

1枚露出している．

X騒・2・2Wo盟ega州の含炭地

　この州には2含炭地がある．一つは，州の南東部でDidessa河右支流のTankara山とArjo間に位置

し・他の1つは中央西部でAlaltu河とDilla河との問のNejo付近である．
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　　　　　　　　　　　／。　　　　　Uchqle
　　　　　　　　　〆　　繍b　為gq馳監

　　　　　　　　騒＼釧㎜／く1ンノー

　　　　　　　　　　　｝＼＿ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳褐炭情報地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画褐炭採取地域

O　lOO
400km

第11図　エチオピアの産炭地分布図（D．A．JELENc（1966）によ勧

前者に分布している中生代の爽炭層は，先カンブリア系に不整合に重なり，鮮新一更新世のTrap統

に覆われている．i爽炭層は，厚さ100－140mで，下部が礫岩・砂岩で，上部は砂岩と泥灰岩との互層か

らなり，上部に炭層を7枚挾有している．これらの炭層は，概して薄く，厚さ0・15－0・45mのものが大

部分である．しかし，Tankara山付近においては山丈0・7－0・8mの炭層が1枚認められるほか，Urris

渓谷では下部の1層が山丈3・5mの厚層を示している．

　後者のNejo付近に分布する中生代の來炭層は，厚さ10－20mで，その上限付近に炭層を挾有してい

る．この含炭地では炭層の露頭が約20カ所で確認されている．このうち最も厚い炭層は，Nejo付近の

Karsaクリークに位置し，厚さ2mの褐炭層（中生代）が約100m追跡されている・両含炭地の石炭分析

結果を第M表に示した．

X亘亘亘。3褐炭（第11図参照）

　鮮新一更新世の褐炭は，Begemeder，Eritrea，Shoa，Sidamo，Wolloの各州に分布している・

X睡’301避ege㈱e魂鍵りllliの含炭地

　炭層は，Trap統の火山岩に挾まれた湖成堆積物中に介在している・炭層の実態が判明している地域

は，Tana湖北西部のChelga盆地（Metemma道路で，Gondarの西方約35kmに位置する）である．地

層（厚さ約250m）は，15－20。に傾斜し，断層運動をうけている．炭層は，厚さ数cm－60cmのもの2

－5枚が頁岩と互層しており，通常累計山丈約LOmであるが，最も厚いところでは8mに達している．

以上の状況から明らかなように，炭層は側方変化が激しく，厚さ3mの炭層が側方にすぐ尖滅するよう
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第14表　エチオピアの石炭分析表

地　　域　　名 水　分
％

灰　分
％

揮発分
％

固定炭素
％

硫　黄
％

発熱量
kcal／kg 備　考

Didessa河全般

Mt．Tankara

N句o付近のChancho
Matchakani

1．1－3．953．6－24．4　17．9－22．925．4－20．8

15．9

21．4

17。0

14．9

13．1

23．8

46．1　　　　　　23。1

31．9　　　　33．6

34．4　　　　　　　24．8

　3フ370－4，320中生層

　　　5，1ヰ5　〃
＿　　　　　　4，180　　　〃

L　　3，300　〃

Chelga

　〃
Mush
Uchale

　〃

6．12

5－10

13．4　　　5．2

13．1　　　　　　27．4r

　　　　22．2

　　　13．86

　　　　6－17

32．2

39．25

32．03

24－56

27。3

38．5

47，98

O．5

0．手

　　4．7

3．0－3．75

　　47500Trap統
　　1，710　〃

　　3，900　〃

　　4，500　〃
先510－6，委00　〃

D。A、JELEC（1966）1こよる

な場所もみられる．

X皿・3・2E「量瞭ea州の含炭地

Adi　Ugri付近の3地点でTrap統中に1－2枚の炭層が介在している・炭層は山丈0・5－0・75mで，発

熱量1，100kca1／kg，埋蔵量6，000－10，000tにすぎないが，地方需要のためにごく小規模に採掘されてい

る．

X瞳・3・3S恥舩州の含炭地

　この州の北東部に位置するDebra　BerhanからMush渓谷，AnkoberにかけてTrap統の褐炭層の露

頭が認められる．

　Mush渓谷では山丈4．2mと2．4mの2褐炭層があり，第14表のように発熱量が3，900kca1／kgと比較的

高く，局部的に採掘された．フランスBRGMの算定によるこの地域の埋蔵炭量は，30万tと見積られて

いる．この地域は，Addis　Ababaに近いので開発の期待がもたれる．

　なお，Debra　Berhanの北西約2㎞には厚さ0・2－0。3mと2mの2炭層があり，Ankoberの北東では

厚さ1。6m，2。3mおよび4mの3炭層が確認されている．

　X亘服3・4S姻箆mo州の含炭地

　Sodo含炭地は，Abaya湖の北約40kmに位置している．Trap統は，摺曲構造を形成し，翼部の傾

斜は28－40。を示し。ており，上位は火山岩に覆われている．Challe渓谷では最大層厚0・75mの亜渥青炭

層がある．この含炭地の石炭は，発熱量3，111－5，500kca1／kgで炭化が進んでいるが，これは火山岩の

貫入にもとづくものである．

　このほかK．ebre　Mengist含炭地にも炭層が認められるが，灰分が多く稼行の対象にはなりえなV￥．

　X亙賦3・5Wo盟o州の含炭地

　Uchale含炭地は，かってイタリヤ陸軍によって採掘されたことがあり，1閉山炭鉱がUch乱le市街地

から4kmのところにある．Trap統の湖成堆積物は，玄武岩によって覆われ，石炭は炭化が進んでいる．

炭層は2枚あって，上層が山丈0．25m，下層が0．3－0・4mである．第14表のように発熱量が4，500－

6，400kca1／kgで，第三紀の石炭としては良質である．

X夏V．マダガスカル（第12図参照）

x亙v、1概　　要

マダガスカルにはかなりの渥青炭と褐炭を産する．渥青炭は，マダガスカル南西部の中部Onilahy河

に沿ったほぼ北東一南西方向　（約60マイル）の地帯に産する。i爽炭層は，Karroo系のSak・＆層群とそ

の上位に不整合に重なるSakamena層群であるが，後者には挾有されている数枚の炭層はいずれも薄層

で稼行価値がない．
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S＆k・a層群は，Ecca統に対比され，下から氷成堆積層，來炭層，赤色岩層およびV・hitolia石灰岩層に

区分されている．來炭層の層厚は，地域によって変化があって10－200mを示すが，Sakoa地区で最も発

達している。炭層は2－6層で，その山丈は数cmから数mにおよんでいる．

　Sakoa層群分布地域は，北北西方向にのびた背斜・向斜構造をなし，翼部の傾斜は20－30Qである．な

お，地域内には北北東一南南西方向の断層が発達し地溝・地塁を形成している．

　渥青炭は，南アフリカの渥青炭と同じような炭質的特徴を有し，植物質と鉱物質とが混合した灰分の

多い，いわゆるゴンドワナ炭である．一般に非粘結の長焔炭であるが，ところによって粘結性を示す．

　埋蔵炭量は，中部Onilahy渓谷の諸地区で10億t以上といわれているが，可採炭量は，6，000－8，000

万tと報告されている．

　褐炭は，鮮新統に介在し，炭層は5枚あるが，山丈1m以上のものは3層で，発熱量が2，500－4，000

kcal／kgである．フランスBRGMの算定による埋蔵炭量は3，243万tである．なお，褐炭は，1947－1949

年に鉄道用としてごく小規模に採掘されたことがある。

X亘V・2渥青炭含炭地区の分布

　渥青炭は，マダガスカル南西部に分布し，そのうち主な含炭地区は，北からImal・to，Sakoa，V・hipotsy

Sakamena地区などがある（第13図）．

　X置V。2．11m」蘭o瞼地区

Onilahy渓谷諸含炭地区の最北部に位置している．炭層は5－6層で，各層の山丈は0・4－3mにおよ

んでいるが，平均1mである．石炭は，灰分15－23％，揮発分15－33・2％の非粘結渥青炭である．なお，

埋蔵炭量は，4，000万tと見積られている．

　X脚。2。2S誼o題地区

　Bevalaha低台地の西山腹にあり，Mahasoraまで30kmの地点に位置している．本地区は，9地域に

　　　　　　　　　　　　　　　　溜

　　　　　　　　　認

！ノ．ズ

　　　　　　　　　　　　　　　　km
　　　　　　O　　　　10　　　20

3・寵央炭層

第13図　マダガスカルの含炭地分布図（H．BEsA、R、E（1964）による）
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細分されているが，なかでもAndranomanitsy地域が重要である．地層は，走向延長約7マイルにわた

って傾斜20－260の単斜構造を形成している・來炭層は，5枚の炭層を挾有しているが，経済価値がある

ものは來炭層の上部に挾有されており，下から3番層（平均山丈L2－1・8m），4番層（3。5－7m）およ

び5番層（3－5m）の3枚である．これらのうち4番層は厚層で，灰分が少なく，発熱量も比較的高

いことから，1941－1953年の間にAndranomanitsy地域で合計3万t採掘されている．本地区における

4番層の可採炭量は，6，000万tと見積られている．

炭層名

5番層

4番層

3番層

山　　丈

　m

　1－8．4
（3。0－5，0）

3．5－10．0

（3。5－7．0）

0．7－2．8

（L2－1．8）

灰　　分
　％

13－32
（22）

12－32
（17）

（32）

揮発分
　％

（31）

（26）

（29）

硫　　黄
　％

（1）

発　熱　量
　kcal／kg

6，000－6，200

5，500－7ラ100
（6，700－6，900）

5，200

備　　考

非　粘　結

注：（〉は平均値

　XW．2。3Vobip雛sy地区

　Sakoa地区の南に断層で接している．当地区には南北ないし北北東方向の斜交断層と北東一南西方向

の走向断層が発達している．來炭層は，北西に25－30。傾斜しており，山丈0．75mとL50mとの2炭層を

挾有している．

　XW．2。4S霊窺m磯a地区

　S欲oa地区の南西約10マイルにあって，前述のVohipotsy地区とは南北性の断層で接している（第13

図参照）。本地区の來炭層は，20－350北西に傾斜している・地区内の稼行可能炭層は，普通2層（山丈1－

2。8m，灰分24－35％）であるが，中央南部のAnalahiva地域においては5炭層が確認されている．これ

らの炭層は，山丈L5－4・15m（炭丈L25－2・20m），灰分15－35％，揮発分24％前後のものである．この

うち山丈2・15m（炭丈L85m）の炭層は，灰分が15％で将来の開発が期待されている．

xW．3　褐炭の分布

　褐炭の主要分布地域は，マダガスカル中央部の首都Tananariveの南南西約90kmに位置するAnt一

孤ifotsy盆地である（第14図）・

　Antanifotsy褐炭田における鮮新一更新世の爽炭層は，ほぼ水平に堆積しており，その層序は下記のと

おりである．

　　　　岩　　　　　　質　　　　　　　　　層　厚

　上位　　玄武岩

　　　　泥岩（玄武岩熔岩を挾む）　　　　　　54m

　　　　褐炭〔5番層〕　　　　　　　　　　　1

泥岩・珪藻岩（玄武岩熔岩を含む）

炭質頁岩（褐炭を含む）　〔4番層〕

泥岩・珪藻質泥岩

褐炭・炭質頁岩〔3番層〕

珪藻岩・泥岩

褐炭〔2番層〕0・25－0・5m2枚　平均

砂質泥岩・泥灰岩（4－6m）

炭質物入り頁岩・珪藻岩〔1番層〕

砂質泥岩・砂岩・泥岩

12

1
13

4
25

0．6

46

2
5
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第14図　マダガスカルAntani｛btsy盆地の地質図（A．LEMoBEL（1949）による）

　　　基盤　結晶片岩
　すなわち，．來炭層は，厚さ約160mで，5枚の炭層ないし，炭質頁岩層を挾有しているが，炭丈L75およ

びL35mの2炭層からなる3番層が稼行可能である．3番層の分析結果を次に示す．

層　　名 湿　分
％

固有水分
　％

灰　分
％

固定炭素
　％

ヒ。ッチ

％
ガ　　ス
　％

3番層147・915・II15・823・61・・615・・6

なお，3番層の地区別埋蔵炭量は，次表のとおりで，3，243万tと見積られている。

発熱量
kcal／kg

3ラ500

地 区 名 確定炭素
1，000t

推定炭量
1，000t

予想炭量
1，000t

計

　Soamanandrariny，A均oma　　　　　　　lO，500　　　　　1，750　　　　　　－　　　　　12，250

　1anaborona　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，880　　　　　　　　　　－　　　　　　　　3，200　　　　　　　6，080

Am㌣劇　　　、ll器ll欄　1111111翻
Soamanandrariny地区の褐炭は，1947－1949年に地方の鉄道用として小規模に採掘されたことがあり，

3年間に570tが生産された・

　　　　　　　　　　　　　XV．アンゴラ

　アンゴラでは渥青炭の存在はまだ知られていない．Karroo系は，同国北部で北西一南東方向に広く分

布しており，下からLutoe統，Cassange統（Beaufbrt統に対比）およびLunda統（Stormberg統に対

比）に区分されている．

　Lutoe統は，主として礫岩からなり・，基底の15－35丘が漂礫層で，南アフリカのDwyke統に類似し

　　　　　　　　　　　　　　　62一（552）
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ているが，來炭層のEcca統がLutoe統のどの部分に対比されるか明確でなく，さらに調査の必要があ

る．しかし，これまでめ調査結果および岩相からみて，渥青炭の発見はあまり期待できそうにない．

褐炭は，アンゴラの首都Luanda南方約100kmのLed・岬およびM・xico州のLunge，Bunguo河

の合流点（Chicalaの南約60km）付近に産する．

　Led・岬の褐炭は，白亜紀の石灰岩中に多数挾在し，東に20。傾斜している．褐炭層はいずれも厚さ1

－3ftで，石炭の分析値は水分6・2％，灰分69・6％，固定炭素0・6％，硫黄3・3％で，炭質がきわめて劣悪

であって，稼行価値はまったくない．

　Lungue－Bungo河流域の褐炭は，洪積世のKalahari砂層中に介在しており，地表からの深度が浅く，

最近地質鉱山局によってこの地域の探査が行われている．以上のほかCuando－Cubango地域にも褐炭

の不確実な情報がある．

　泥炭は，Luanda南東約50kmのBomJesus付近の沖積層中に介在しているが，炭層状況については

報告されていない．

XV亘．その他
XV亘．1　ソマリア

　白亜紀の亜渥青炭は，ソマリア北部海岸のOnkhor南方12マイルに位置するHedhedTugに賦存して

いる．炭質は灰分12％，平均発熱量5，660kcal／kgである・このほかBiyo　GoraとSuberaにも亜渥青炭

の存在が報告されている．

　褐炭は，ソマリァ北部に分布する始新世層と白亜系中に介在している．始新世の褐炭は，Berbera付

近のDabanに賦存している．後者の褐炭は，Onkh・r付近に産するほか，Durb・にも薄炭層の存在が報

告されている．

　以上のようにソマリアの石炭に関する記載はいずれも断片的で，炭層状況については明らかにされて

いない。

XV亙．2　ニジェール

　ニジェールでは褐炭が2カ所に分布している．1つは中南部のTanoutで，炭層は山丈4－8inであ

る．他は南西部のTah・uaで，地表下130ftに山丈1－3ftの炭層の伏在が確認されている・これらの褐

炭は，ナイジェリァの地質図から類推して，第三紀のものと推定される．

XV亙．3　カメルーン

　この国の石炭に関する情報は少なく，ただ中西部のBanyo地方で褐炭の存在が記載されているにすぎ

ない．
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